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オータムカンファレンス報告 

 会長：有賀裕二（中央大学） 
大会事務局長：大西立顕（東京大学） 

 
 
2015 年9 月20 日(日)東京大学本郷キャンパスの
経済学研究科棟第１教室において、第２０回オータ
ムコンファレンスを開催、参加者 109 名を得て盛
況裡に閉幕いたしました。おそらくオータムコンフ
ァレンスで 100 名を超えたのは創設時を除くと初
めての快挙と存じます。ご協力に厚く御礼申し上げ
ます。 
 
プログラムはネットワークをテーマとして、藤本隆
宏大会実行委員長に直々に以下の三つの基調講演者
をアレンジしていただいたものです。藤本隆宏大会
実行委員長、大西立顕大会事務局長のご尽力に重ね
て御礼申し上げる次第です。 
 
(1) 基調講演「景気変動と経済ネットワーク」 東
京大学大学院経済学研究科 教授 渡辺努 氏 
講師は「東大日次物価指数」 
http://www.cmdlab.co.jp/price_u-tokyo/ 
の作成者です。産業連関タイプのネットワークと企
業ネットワークの類似性と相違をビッグデータで検
証してたきわめて興味深いご研究です。産業連関タ
イプの研究に詳しいメンバーは親近感が持てる素晴
らしい研究でした。 
 
(2) 基調講演「調達トヨタウェイとサプライチェー
ンマネジメント強化の取組み」トヨタ自動車株式会
社 調達本部 調達企画・TNGA推進部 部長 好田博
昭 氏 
この講演は予想通り他のどこでも聞けないお話で、
自然とメモをとらざるを得ない気持ちになりました。
特定企業情報が含まれるので、撮影・録音は一切禁
じられましたので、レジュメも配布できない講演で
したが、聞き逃すのはちょっともったいない、とい
う気にさせられる講演でした。講師は、東日本大震
災で壊滅的打撃を受けた自動車関連の半導体工場
（世界市場シェア30 パーセント）の完全復旧を3
ヶ月で達成したリーダー（自動車メーカーを中心と
した連合チーム）です。この話だけにかぎっても実
にドラマチックなもので（絶対、映画になりますね）、
カルチャーショックを受けるでしょう。トヨタの何
十年もの歴史とそのうえに確立された insight は現
場を経ない机上の空論の警鐘として深く印象に残る
ものでした。一方、理論的興味も尽きません。大企
業ともなるとサプライチェーンのネットワークの階

層は10 を超える。一つの企業が重複を除けば万単
位の拠点と結びついている（講演では詳しい数字が
上がりましたが）。このような重層的ネットワークの
なかでは、企業にとって当然、リスク回避システム
構築が必要です。トヨタの RESCUE: Reinforce 
Supply Cahin Under Emergencyシステムもご紹
介いただきました。おまけですが、天津の爆心地か
ら 1-２キロのトヨタの工場からの映像（監視カメ
ラからの撮影）。こんなものは絶対、昨日でしか見る
事ができないでしょう。 
 
(3) 基調講演「コミュニティー・キャピタルと同一
尺度の信頼ーー中国・温州企業家ネットワークの繁
栄と限界」一橋大学イノベーション研究センター 教
授 西口敏宏 氏 
この講演も素晴らしかったです。情熱的なプレゼン
テーションで思わず引き込まれる講演でした。来年
3 月 26/27 日は年次大会で、国際大会を開設いた
します。私はさっそく西口先生には国際大会で、ぜ
ひゲストスピーカーになっていただくことをお願い
いたしました。アジア型のネットワークの周到な分
析です。机上の空論ではありません。物理的ネット
ワークとソーシャルネットワークの相違、これはき
わめて興味深い問題です。 
 
本大会は、2016 年3月26(土)、27 日(日)に東京
大学・本郷キャンパスの経済学研究科棟と小島ホー
ルで開催する予定です。 
 
 
オータムカンファレンスHP（当日の様子の写真がア
ップされています） 
http://webpark1746.sakura.ne.jp/jafee2015/i
ndex.cgi?page=Autumn 
 
本大会HP 
http://webpark1746.sakura.ne.jp/jafee2015/i
ndex.cgi?page=HOME 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



	 3	

第Ⅶ期第１回理事会記録 

理事（事務局）：荒川章義（立教大学） 
 
日時：2015年9月20日（日）11:30~12:30 
場所：東京大学本郷キャンパス経済学研究科学術交
流棟 小島ホール1階 第２セミナー室 
 
出席者：有賀裕二（会長）、西部忠（副会長）、大西
立顕、池田毅、磯谷明徳、宇仁宏幸、江頭進、吉地
望、佐々木啓明、澤邊紀生、塩沢由典、徳丸宣穂、
中原隆幸、福留和彦（会計）、藤本隆宏、宮本光晴、
八木紀一郎、吉田雅明、吉田昌幸、荒川章義（事務
局） 
欠席（委任状あり）：青山秀明、浅田統一郎、依田高
典、植村博恭、岡村東洋光、谷口和久、服部茂幸、
原田裕治、廣瀬弘毅 
欠席：小川一仁、瀬尾崇 
 
１．	報告 
 
1.1 会勢報告 
 2015年9月段階での会勢状況が報告された。 
 
1.2 日本学術振興会による科学研究費・研究成果
公開促進費の実地検査について 
 2015年8月4日に中央大学の有賀会長の研究室
で行われた日本学術振興会による科学研究費・研究
成果公開促進費の実地検査について、福留会計担当
理事より報告が行われた。当日は、必要書類の存在
確認、支出の適否の確認、EIER の在庫確認などが
行われ、全て適正さが認められたとのことであった。 
 
1.3 第２０回大会報告申込状況について 
 大西立顕第20 回東京大学大会組織委員長より大
会報告申込状況にについて、報告が行われた。その
際、セッションの申し込みが現段階で少ないため、
理事が組織者となって積極的にセッションの申し込
みを行うことが確認された。 
 
1.4 日本経済学会連合報告 
 池田日本経済学会連合連携委員より会議の議事録
が回覧に供され、理事が確認した。 
 
1.5  各部会報告 
特に無し。 
 
 
 
 

２．議題 
2.1 入退会について 
 7 名の入会希望者の入会申込書が回覧され、全て
承認された。また3年以上の会費滞納者の内7名の
会員資格を喪失させることとした。 
 
2.2 2014年度会計決算報告 
 福留会計担当理事より、平成26 年度の収支計算
書決算報告が行われた（資料1）。 
 
2.3 フェローの選定について 
 前回大会で承認されたフェロー規定に基づき、瀬
池山敏会員と塩沢由典会員がフェローに推挙され、
これを承認した。 
 
2.4 学会賞の設置について 
 学会賞の設置とその対象の条件について議論が行
われ、八木理事が学会賞の規程と選考委員会の設置
を検討し、次の理事会で提案することとした。 
 
2.5 弔意規定の設置について 
弔慰規程の設置が提案され、了承された。 
 
2.6 新規会員の獲得について 
有賀会長より新規会員の獲得について、学会が一体
となって努力すべき旨が確認された。 
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会員異動 

1．名簿訂正 
会員名 変更箇所 住所／種別 TEL/FAX/e-mail 所属名 

木村 雄一 所属先   日本大学商学部 

古山 友則 所属先   安田女子大学 現代ビジネス学部  

山本 英司 所属先   金沢星稜大学経済学部 

砂川 和範 自宅住所     

大東 正虎 自宅住所     

田中 剛志 自宅住所     

佐藤 晴彦 自宅住所     

動山 勝宏 自宅住所     

綿貫 真也 自宅住所     

加藤 淳一 所属先    久留米大学 商学部 

Hans-Peter Brunner メールと電話     

西條 辰義 所属先   一橋大学 経済研究所 

保住 敏彦 所属先TEL     
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編集後記 
 

 No. 39 の配信が諸般の事情により予定よりも遅くなりましたことをお詫び申し上げます。本年度
のオータムカンファレンスは100 名を超える方からの参加をいただき、盛会でありました。経済学
や社会学などネットワーク理論がさまざまな分野で活用･研究されていること、サプライチェーン
マネジメントについての現場の方からの講演内容など、個人的に大変勉強になりました。 
 本大会は来年3月26日と27日に東京大学･本郷キャンパス経済学研究科棟にて開催されます。
また，本年度は 20 周年を記念して国際大会 International Conference on Socio-economic 
systems with ICT and Networksが東京大学・本郷キャンパスの小島ホールにて開催されます．
大会にあわせてこちらの方への参加もご検討ください。 

国際大会HP http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/~jafee20/ 
 最後になりましたが、ニューズレターに関するご意見等ございましたらお寄せいただけると幸い
です。今後もよろしくお願いします。 
 

ニューズレター編集担当：吉田 昌幸（上越教育大学） 


